
愛媛大学
「四国型次世代科学技術チャレ
ンジプログラムSHIN-GS)」

修了生特別講演

場所：愛媛大学城北キャンパス・愛大ミューズ2階
M演習室1

©国立大学法人愛媛大学「四国型次世代科学技術チェレンジプログラム(SHIN-GS)」実行委員会

日時：2026年3月25日 水曜日
13：00~15:00

幼少期から飛行機、ロケット好
きで国内外の航空ショーや航空
宇宙博物館巡り、小中学生時で
はロボット制作と大会出場

奥山悦幸（SHIN-GS修了生）
高校時にIoT、コンピュータープログラムを学
び、産油性微生物、バイオ固体燃料について研
究発表を行いました

現在、東京農工大学工学部機械システム工学科
に在学中
代表を務める学生プロジェクトが学内アントレ
プレナーで審査員奨励受賞
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講演者経歴

バイオ固体推進剤を用いたペットボト
ルハイブリッドロケット教材キット化を
目指す学生プロジェクトのスタートか

ら現在まで

グローバルサイエンスキャンパ
ス時代はロボット関連の研究を
していました。大学に入ってか
らは金融や経営学を主に研究し
ています。

二宮海颯（JrDr,SHIN-GS修了生）
慶應義塾大学 環境情報学部 
保田隆明研究会所属

早稲田大学 第8回横断経営学系ゼミ研究報告会
にて優秀賞受賞。
上場企業経営陣と企業価値向上戦略について幾
度のディスカッション。

会社を何のために存在させるか？
誰のためのものにするか？

儲けるためなのか
社会のためなのか
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